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• 小児科外来情報  
❖❖❖❖定点把握感染症報告状況定点把握感染症報告状況定点把握感染症報告状況定点把握感染症報告状況（（（（定点当たり患者報告数の定点当たり患者報告数の定点当たり患者報告数の定点当たり患者報告数の上位上位上位上位５５５５疾患）疾患）疾患）疾患）❖❖❖❖     順位 疾患名 奈良県 北部 中部 南部定点当たり （前週） 増減 1 感染性胃腸炎 6.08  (7.58)  � � � � 2 伝染性紅斑 2.63  (3.00)  � � � � 3 ヘルパンギーナ 2.29  (1.54)  �� �� �� � 4 新型コロナウイルス感染症 2.27  (2.44)  � � � � 5 手足口病 2.08  (1.63)  � � � �  発生状況： 大流行   流行   やや流行   少し流行   散発  （疾患毎に、基準値を定めています。）      ※新型コロナウイルス感染症等、基準値のない疾患については発生状況の評価を行っておりません。 増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 ��急増、�増加、�やや増加、�横ばい、�やや減少、�減少  
❖❖❖❖県内概況県内概況県内概況県内概況❖❖❖❖    第 28 週の奈良県の伝染性紅斑の定点当たり報告数は 2.63 と前週の 3.00 より減少していますが、中和保健所管内では、定点当たり 4.09 と依然として高い水準で推移しています。第 23 週から引き続き警報発令中です。 ヘルパンギーナおよび手足口病が増加しています。特に中和保健所管内西部地域での流行がみられ、定点当たり報告数は、ヘルパンギーナ 6.00、手足口病 5.20 と警報レベルに達しています。ヘルパンギーナおよび手足口病は毎年、5 月頃から乳幼児を中心に増加し始め 7 月頃にピークを迎える「夏かぜ」の一種です。夏かぜは、ウイルスによるものが多く、有効なワクチンや治療法がないため、予防が大切です。予防には、手洗い、咳エチケット、タオルの共有を避けることなどが重要です。 ※警報レベル開始基準値：ヘルパンギーナ６、手足口病５ 
✤小児科外来情報✤✤小児科外来情報✤✤小児科外来情報✤✤小児科外来情報✤    

北部地区（北部地区（北部地区（北部地区（田中小児科医院田中小児科医院田中小児科医院田中小児科医院））））    感染症と思われる患児の来院は減少している。伝染性紅斑は減少した。咳が長引く学童が若干いる。細菌性腸炎(細菌検査中)があった。ヘルパンギーナや手足口病の流行はない。インフルエンザ、COVID-19 は無かった。 
中部地区（岡本内科こどもクリニック）中部地区（岡本内科こどもクリニック）中部地区（岡本内科こどもクリニック）中部地区（岡本内科こどもクリニック）    外来数は減少傾向。発熱、咳嗽の感冒症状例が主。 アデノ咽頭炎、マイコプラズマ様の例、RS、伝染性紅斑は減少した。 感染性腸炎が僅かずつ流行。流行性耳下腺炎の学童例が１例あった。 COVID-19 例はまだごく稀に見られる状況、父から感染の１歳女児例があった。短期発熱のみの軽症経過。 インフルエンザは見られなくなった。 
南部地区（南部地区（南部地区（南部地区（南奈良総合医療センター小児科南奈良総合医療センター小児科南奈良総合医療センター小児科南奈良総合医療センター小児科））））    全体として感染症患者は少ない状況である。年長児ではマイコプラズマ感染症が散見され、幼児ではパラインフルエンザウイルス感染症がやや多くみられる。手足口病およびヘルパンギーナも増加傾向にある。一方、伝染性紅斑は減少傾向にあり、現時点で COVID-19 は報告されていない。 

伝染性紅斑 警報発令中！ 
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❖定点把握感染症報告状況❖ 令和 7 年 第 28 週 7 月 7 日 ～ 7 月 13 日南部保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 吉野インフルエンザ／COVID-19定点数 41 10 9 9 9 42 1 1(0.05) (0.11) (0.11)93 26 14 16 30 7(2.27) (2.60) (1.56) (1.78) (3.33) (1.75)小児科定点数 24 6 5 6 5 26 1 5(0.25) (0.17) (0.83)21 2 4 1 11 3(0.88) (0.33) (0.80) (0.17) (2.20) (1.50)38 2 6 7 21 2(1.58) (0.33) (1.20) (1.17) (4.20) (1.00)146 25 17 25 78 1(6.08) (4.17) (3.40) (4.17) (15.60) (0.50)7 2 4 1(0.29) (0.33) (0.80) (0.20)50 6 14 26 4(2.08) (1.20) (2.33) (5.20) (2.00)63 7 9 18 27 2(2.63) (1.17) (1.80) (3.00) (5.40) (1.00)7 3 2 2(0.29) (0.50) (0.40) (0.40)55 16 3 6 30(2.29) (2.67) (0.60) (1.00) (6.00)眼科定点数 10 3 3 2 2 010 4 1 4 1 年齢 0歳 １～４ ５～９ 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計(1.00) (1.33) (0.33) (2.00) (0.50) 男 41 347 170 62 15 20 26 22 22 27 13 21 786基幹定点数 6 1 2 1 1 1 女 43 294 155 54 19 27 25 25 36 23 27 17 7451 1(0.17) (1.00)2 1 1(0.33) (0.50) (1.00)9 3 6(1.50) (3.00) (6.00) 　上段：報告数 / 下段：定点当たり報告数　報告数÷定点数1 1 ※データは報告数集計の速報値として公開するものであり、後日奈良県感染症情報(0.17) (1.00) 　（週報）、さらには確定データとしての年報において修正される場合があります。年齢別報告数年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計男 1 1 3004女 1 1 2912男 3 1 1 2 4 5 3 3 7 3 3 35 1988女 1 2 1 1 2 3 1 7 7 3 12 8 6 4 58 2223年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計男 1 1 1 3 509女 1 2 3 463男 2 3 1 3 1 1 11 214女 2 1 2 3 2 10 168男 2 3 5 4 5 1 1 1 2 1 25 561女 1 2 3 2 3 1 1 13 433男 1 11 16 9 8 4 2 2 4 5 1 11 1 2 77 3513女 11 8 7 6 8 5 5 2 4 1 6 1 5 69 3046男 2 1 3 92女 1 1 1 1 4 77男 3 8 8 3 1 1 1 25 261女 2 12 5 1 1 2 1 1 25 197男 2 3 4 8 4 1 22 322女 1 2 9 5 5 9 3 2 3 2 41 305男 1 1 117女 3 1 1 1 6 91男 1 10 6 1 1 3 1 1 2 26 75女 2 9 10 2 2 1 3 29 72男 12女 13年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計男 1女 3男 1 1 2 1 1 6 62女 1 1 1 1 4 69年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計男 1 1 1女 7男 1 1 5女 1 1 4男 1 1 1 3 45女 1 2 3 6 46男女男 20女 1 1 17

(24.11) (49.56) (56.89) (20.50)(27.40)定点数 41 10年齢別 4急性呼吸器感染症 1531 274 217 446 512 82(37.34) 9 9 9奈良県 北部 中部
４類感染症

南部奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 吉野
５類感染症 カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症1件（吉野1）梅毒1件（奈良市1）百日咳16件（奈良市9、郡山2、中和5）

新型コロナウイルス感染症 １類感染症２類感染症❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳結核6件（奈良市3、郡山2、中和1）３類感染症 腸管出血性大腸菌感染症3件(奈良市2、郡山1)RSウイルス感染症咽頭結膜熱
6❖入院基幹定点報告状況❖

A群溶連菌咽頭炎
奈良県 北部

感染性胃腸炎
中部インフルエンザ

新型コロナウイルス感染症保健所別報告数突発性発しん
細菌性髄膜炎無菌性髄膜炎
ヘルパンギーナ流行性耳下腺炎急性出血性結膜炎流行性角結膜炎

❖急性呼吸器感染症（ARI)❖

咽頭結膜熱A群溶連菌咽頭炎感染性胃腸炎水痘

✤第28週のトピックス✤

水痘手足口病伝染性紅斑 0インフルエンザ

細菌性髄膜炎無菌性髄膜炎マイコプラズマ肺炎クラミジア肺炎

マイコプラズマ肺炎クラミジア肺炎インフルエンザRSウイルス感染症新型コロナウイルス感染症

流行性角結膜炎

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou18/index_00003.html海外へ渡航される皆様へ(厚生労働省HP)感染性胃腸炎（ロタウイルス）

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

突発性発しんヘルパンギーナ流行性耳下腺炎急性出血性結膜炎
手足口病伝染性紅斑
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❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数 R7 R6 R5 過去10年平均

0.05.010.015.020.025.0
123456789101112131415161718192021222324252627282930313233343536373839404142434445464748495051521月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 感染性胃腸炎 警報開始基準値： 20注意報基準値：未設定
0.00.51.01.5
2.02.53.03.5

123456789101112131415161718192021222324252627282930313233343536373839404142434445464748495051521月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 伝染性紅斑 警報開始基準値： 2注意報基準値：未設定

0.01.02.03.0
4.05.06.07.0

123456789101112131415161718192021222324252627282930313233343536373839404142434445464748495051521月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 ヘルパンギーナ 警報開始基準値： 6注意報基準値：未設定
0.05.010.015.020.025.0

123456789101112131415161718192021222324252627282930313233343536373839404142434445464748495051521月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 新型コロナウイルス感染症 警報開始基準値：未設定注意報基準値：未設定

0.02.04.0
6.08.010.012.0

123456789101112131415161718192021222324252627282930313233343536373839404142434445464748495051521月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 手足口病 警報開始基準値： 5注意報基準値：未設定
0.02.04.0
6.08.010.012.0

24週 25週 26週 27週 28週

報告数/定点数 感染性胃腸炎
三重県 滋賀県京都府 大阪府兵庫県 奈良県和歌山県

0.00.51.01.5
2.02.53.03.5

24週 25週 26週 27週 28週

報告数/定点数 ヘルパンギーナ三重県 滋賀県京都府 大阪府兵庫県 奈良県和歌山県
0.00.51.01.52.0
2.53.03.54.04.5
5.0

24週 25週 26週 27週 28週

報告数/定点数 伝染性紅斑
三重県 滋賀県京都府 大阪府兵庫県 奈良県和歌山県
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